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１．⽔害タイムライン作成の⽬的とメリット

2※本資料は、「多機関連携型洪⽔タイムライン策定の⼿引き」「⽇野川⽔害タイムライン」等に加筆・修正して作成
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平成30年7⽉豪⾬を踏まえ、芦⽥川の多機関連携による防災⾏動の⾒える化を⽬的とした「芦⽥川⽔害タイムライン
（TL）」を早期に作成し、令和元年度出⽔期に活⽤し始めることを考えている。

作成期間【令和元年度出⽔期まで】 育成期間【令和元年8⽉以降】

第1回TL勉強会（平成31年.3/18）：⽬標設定と進め⽅の確認

第2回TL勉強会（平成31年.4/18）：重点⾏動の具体化・細分化

第1回TL検討会（令和元年5/16）：役割分担の確認

第2回TL検討会（令和元年6⽉頃）：全体共有と課題確認

【座学】芦⽥川の⽔害特性／平成30年7⽉豪⾬／
タイムラインとは？／TL策定（勉強会・ワーキング）の進め⽅

【ＷＧ】被災シナリオの設定（⽔害リスクの共有）／
重点取組み課題の抽出（引継ぎ事項の整理）

【座学】TLに係る気象・河川・防災情報
【ＷＧ】TLステージの設定と重点⾏動の抽出（防災⾏動の全体像を把握）

【WG1】重点⾏動について他機関との連携ポイントを確認
【WG2】⾏動項⽬を「いつ」「誰が」「誰と」実施するか確認

【WG1】重要⾏動の読合せと課題だし→TL本体
【WG2】TL運⽤に向けた留意点の確認→TL運⽤⽅法

被災シナリオを基に参加機関の重要⾏動を抽出し、その具体化と共有に
注⼒することで、コンパクトに芦⽥川関係機関の特徴を反映

芦⽥川⽔害TL 令和元年出⽔期試⾏版（案）

芦⽥川⽔害TL 令和元年出⽔期試⾏版

TL定例会では“習熟と
改善”にて⼩さな改善
を繰り返す。また、1
年に1度TL訓練で総点
検（⼤きな改善）を実
施し、スパイラルアッ
プでTLを育て上げる。

TL定例会（2ヶ⽉に1回程度）

（開催イメージ：議題は未定）

TL訓練（総点検）⼤きな出⽔がない場合に開催

【習熟】
第1回⽀所の役割･⾏動

の追加
第2回ライフライン
第3回交通機関
第4回要配慮者対応

【改善】
各回の検討で「気づき」を整
理し、タイムラインに具体的
に反映する事項の抽出、今後
の課題の整理を⾏う

TL試⾏版

試⾏開始
定例会

訓練（総点検）

習熟 改善

（開催イメージ：議題は未定）
・平成30年7⽉豪⾬を対象とした、防災⾏動項⽬の抜けや所
要時間、リードタイムを確認する図上訓練を実施
・訓練で出た意⾒・課題を踏まえ、芦⽥川⽔害TLの⾒直し

TL検討会 発⾜式（令和元年5/16）

２．検討経緯と本検討会の位置づけ

今回



－次第－
1.開会挨拶
2.第１回勉強会振り返り
3.タイムラインに係る気象・河

川情報について
4.グループワーキング
5.閉会挨拶

 参加機関（県、２市、21機関）

①第⼀回勉強会の振り返り
 芦⽥川⽔害タイムライン作成の⽬的とメリット
 芦⽥川⽔害タイムライン作成に向けて（検討スケジュール）
 グループワーキングの成果概要

 第2回勉強会の内容

③グループワーキング
 STEP1（各機関）防災⾏動の懸念事項解決に対する、重点防災⾏動の抽出と具体化
 STEP2（グループ）抽出した具体的な重点防災⾏動の警戒レベルの設定
 STEP3（全体）発表と意⾒交換

福⼭⼤学名誉教授 宮地茂記念館館⻑ 尾島 勝
（⽋席）

福⼭⼤学 学⻑補佐（IR担当）・⼈間⽂化学部⻑
⼈間⽂化学部⼼理学科 教授

平 伸⼆
（⽋席）

福⼭⼤学⼯学部スマートシステム学科 教授
学科⻑、学⻑補佐（研究担当）
安全安⼼防災教育研究センター⻑

仲嶋 ⼀
（⽋席）

福⼭市⽴⼤学 ⼤学院 都市経営学研究科 都市経営学部 副学部⻑・教授
地域連携フェロー キャリアデザインセンター⻑

渡邉 ⼀成
（⽋席）

福⼭平成⼤学副学⻑ 経営学部⻑ 教授 川久保 和雄
（⽋席）

福⼭平成⼤学福祉学科 准教授 岡部 真智⼦
（⽋席）

防災情報
広島県 ⼟⽊建築局道路河川管理課
広島地⽅気象台 ⽔害対策気象官
国⼟交通省 福⼭河川国道事務所(河川）
国⼟交通省 ⼋⽥原ダム管理所（⽋席）
避難対応（福⼭市）
福⼭市 危機管理防災課
福⼭市 税制課
福⼭市 福祉総務課
福⼭市 経済総務課
福⼭市 まちづくり総務課
福⼭市 北部地域振興課
福⼭市 東部地域振興課
福⼭市 神辺地域振興課
福⼭市 教育総務課（⽋席）
避難対応（府中市）
府中市 総務部総務課（⽋席）
府中市 健康福祉部地域福祉課
府中市 危機管理監危機管理室
⼤規模避難・救助
広島県 危機管理監危機管理課
広島県警察本部 交通部交通規制課
広島県警察本部 警備部危機管理課
福⼭北警察署 警備課
福⼭東警察署 警備課
福⼭⻄警察署 警備課
府中警察署 警備課
福⼭地区消防組合消防局 警防部警防課
陸上⾃衛隊第１３旅団司令部 第３部
社会基盤（ライフライン）
中国電⼒（株）福⼭営業所 企画総括課
中国電⼒（株）尾道営業所 変電課
福⼭ガス㈱ 供給部 供給管理グループ
⻄⽇本電信電話株式会社 広島⽀店

●アドバイザー

●参加機関

②タイムラインに係る気象・河川情報について
 防災気象情報の利活⽤について

（気象庁 広島地⽅気象台）
 タイムラインに係る河川情報について

（中国地⽅整備局 福⼭河川国道事務所）

STEP1：重点防災⾏動抽出の様⼦ STEP2：重点防災⾏動の警戒レベル設定の様⼦ STEP3：発表と意⾒交換の様⼦

社会基盤（⼟⽊）
広島県東部建設事務所 管理課
広島県東部建設事務所
事業調整・⼟砂法指定推進班
福⼭市 北部建設産業課
福⼭市 神辺建設産業課
福⼭市 建設政策課
福⼭市 ⼟⽊管理課
福⼭市 農林整備課
福⼭市 下⽔道施設課
福⼭市 配⽔管維持課（⽋席）
府中市 建設産業部上⽔下⽔道課（⽋席）
府中市 建設部⼟⽊課
府中市 建設産業部監理課（⽋席）
社会基盤（交通・運輸）
⻄⽇本旅客鉄道（株）
岡⼭⽀社 安全推進室（⽋席）
⻄⽇本⾼速道路㈱ 福⼭⾼速道路事務所
（株）中国バス 総務部（⽋席）
福⼭通運（⽋席）
国⼟交通省 福⼭河川国道事務所
道路管理第⼆課
国⼟交通省 福⼭河川国道事務所
三原国道維持管理出張所
広報・報道
福⼭市 企画政策課
福⼭市 情報発信課（⽋席）
⽇本放送協会（⽋席）
（株）中国放送（⽋席）
広島テレビ放送（株）福⼭⽀社報道部（⽋席）
（株）テレビ新広島 報道部
（株）エフエムふくやま 企画・営業グループ
（株）ケーブル・ジョイ 編成制作部

福⼭河川国道事務所による開会の挨拶

広島地⽅気象台および福⼭河川国道事務所による説明
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 グループワーキングの内容

 次回 発⾜式
 開催時期：令和元年5⽉16⽇（⽊）10:30〜
 開催場所：福⼭商⼯会議所 101会議室

 次回 第1回検討会
 開催時期：令和元年5⽉16⽇（⽊）13:30〜
 開催場所：福⼭商⼯会議所 101会議室
 検討会内容：多機関連携型タイムラインでの役割分担（だれが）の確認
【ＷＧ1】重点⾏動について他機関との連携ポイントを確認
【ＷＧ2】⾏動項⽬を「いつ」「誰が」「誰と」実施するか確認

 抽出した具体的な重点防災⾏動の警戒レベルの設定
• グループ毎に、抽出した具体的な重点防災⾏動について、警戒レ
ベル1〜警戒レベル5のどのレベルで実施すべきかを検討

• ⾃機関だけでは完結しない⾏動の把握（多機関、⾃機関で分類）

ワークシート2の⼀例（警戒レベルの設定）

• 機関・部署毎に第⼀回勉強会で抽出した⽔害時の防災⾏動に対する
懸念事項を解決する上で、⾃機関・部署が取るべき⾏動（重点防災
⾏動）を抽出（書き出し）

▼ワークシート1の⼀例（重点防災⾏動の抽出と具体化）

ワーキングの様⼦

 グループワーキングの成果

ワーキングは、同じ機関もしくは類似
業種で1グループとなり、重点防災⾏
動の抽出とどの警戒レベルで実施する
かを検討しました。

グループ名 重点⾏動項⽬に関する懸念事項、調整事項
防災情報 適切なタイミングでの情報発信
避難対応（福⼭市） ⾃主防災組織や消防と連携した避難対応
避難対応（府中市） 消防やメディアと連携した情報提供
⼤規模避難・救助 リエゾン派遣後の情報収集・共有
社会基盤（⼟⽊） 事前に情報収集の体制を調整
社会基盤(ライフライン) 複数機関からの道路情報の収集
社会基盤（交通・運輸） 県、市、警察等からの規制情報の収集
広報・報道 多機関と調整したタイミングでの情報発信

 重点防災⾏動の抽出と具体化

グループ発表の様⼦

グループで検討した重点防災⾏動につ
いて、警戒レベルへのあてはめを⾏い、
各グループ2分程度で発表を⾏いまし
た。

横軸：警戒レベル
警戒レベル1は、さらに3段階に分類
レベル1-1：「3⽇前」
レベル1-2：「2⽇前」
レベル1-3：「内⽔発⽣の⾒込み」

⽔害時の防災⾏動に対する懸念事項
（⾚⾊付箋）を解決する上で、⾃機
関・部署が取るべき⾏動（重点防災
⾏動）を抽出（⻩⾊付箋）
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グループワーキングの成果（防災情報）
気象情報や河川・ダム情報等を発信による逃げ遅れゼロ
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①⽔害発⽣時におけるミッション
• ⽔防資材の応援・補充
• 巡視、カメラ、その他⽔害発⽣情報の収集、把握
• 今後の⾒通しを⽰す防災気象情報の発表
• 排⽔機場、排⽔ポンプ⾞の適切な作動
②⾃機関に係る⽔害リスク
• 浸⽔による警報局、情報板、CCTVカメラの機能不全、

交通網⼨断による下流巡視への⽀障
• 県管理河川の破堤、溢⽔リスク
• 堤防決壊すると移動が困難
• 庁舎、出張所、排⽔機場が浸⽔し、機能が果たせなく

なる
⽔害時の防災⾏動に対する懸念事項
・浸⽔により交通網が⼨断された場合、河川の巡視

ルートおよび⽔防資材の補給ルートが途絶する恐れ
がある。

・堤防が決壊すると移動が困難になるため、河川状況
や、決壊情報を早期に⼊⼿、把握し、住⺠の避難⾏
動に繋げる情報提供ができるか。

⽔害時の防災⾏動に対する懸念事項
・浸⽔により交通網が⼨断された場合、河川の巡視

ルートおよび⽔防資材の補給ルートが途絶する恐れ
がある。

・堤防が決壊すると移動が困難になるため、河川状況
や、決壊情報を早期に⼊⼿、把握し、住⺠の避難⾏
動に繋げる情報提供ができるか。

警戒レベル1-1
• ホットライン・情報の意味を周知する（事前理解）
• カメラ情報・⽔位計の情報を収集する
警戒レベル２
• ホットライン・情報をタイミング良く、適切に出す
• 巡視ルートを確認する
• 県管理の河川状況を把握する（県との連携）
警戒レベル３〜５
• ホットライン・情報をタイミング良く、適切に出す

重点⾏動項⽬で他機関に係る懸念事項、調整事項
• ホットライン等情報の意味の事前周知
• 関係機関との密な連絡体制
• 適切なタイミングでの情報発信

◆第１回グループワーキングの成果

◆第２回勉強会の成果
懸念事項に係る⾏動項⽬

 広島県 ⼟⽊建築局道路河川管理課
 広島地⽅気象台
 福⼭河川国道事務所（河川）
 ⼋⽥原ダム管理事務所
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①⽔害発⽣時におけるミッション
• 住⺠の安全確保
• 災害に係る正確な情報の収集・整理・情報の更新
• 避難場所、避難所の開設・運営

②⾃機関に係る⽔害リスク
• 道路網の浸⽔によりアクセスルート機能不全
• 本庁舎の浸⽔、被害による機能不全
• 避難場所（所）、近隣の滞⽔による機能不全
• 受⼊可能⼈数を超えてしまう

⽔害時の防災⾏動に対する懸念事項
• 安全な避難経路の確保のための道路の浸⽔状況等、
⼤量の情報処理、収集、伝達が⾏えるか。

• 避難場所の近隣が内⽔等による機能不全になった場
合や、受⼊可能⼈数を上回る場合等でも、避難⾏動
を⽀援するため、適切に避難所の開設・運営ができ
るか。

⽔害時の防災⾏動に対する懸念事項
• 安全な避難経路の確保のための道路の浸⽔状況等、
⼤量の情報処理、収集、伝達が⾏えるか。

• 避難場所の近隣が内⽔等による機能不全になった場
合や、受⼊可能⼈数を上回る場合等でも、避難⾏動
を⽀援するため、適切に避難所の開設・運営ができ
るか。

グループワーキングの成果（避難対応（福⼭市））
避難所開設、避難情報発令、要配慮者への対応等による逃げ遅れゼロ

◆第１回勉強会の成果
警戒レベル１-1〜1-3
• 気象台より情報を収集する
• 避難⾏動要⽀援者への情報を提供する・⽀援する
• ⾃主防災組織への協⼒を依頼する
警戒レベル２
• 避難所（福祉避難所）の受け⼊れ準備をする
• メディアへの協⼒を依頼する
• ⾃主防災組織へ事前に連絡をする
警戒レベル４
• 避難所の開設を⾃主防災組織に依頼する（市内全

域）
重点⾏動項⽬で他機関に係る懸念事項、調整事項
• 多機関連携により発信される情報の収集
• 避難⾏動要⽀援者の受け⼊れ準備
• 避難所の開設の⽀援要請等、⾃主防災組織や消防
と連携した避難対応

 福⼭市 危機管理防災課、税制課、福祉総
務課、経済総務課、まちづくり総務課、北
部地域振興課、東部地域振興課、神辺地域
振興課、教育総務課

◆第２回勉強会の成果
懸念事項に係る⾏動項⽬
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グループワーキングの成果（避難対応（府中市））
避難所開設、避難情報発令、要配慮者への対応等による逃げ遅れゼロ

①⽔害発⽣時におけるミッション
• 避難情報の発令
• 河川情報の発信
• 関係機関との情報共有
• 要⽀援者の援護
• 被災者の実態調査

②⾃機関に係る⽔害リスク
• 府中市役所、避難所が浸⽔エリアに⼊っている
• 浸⽔エリアの⾃治会で避難⾏動体制が整っていない

⽔害時の防災⾏動に対する懸念事項
• 避難所が浸⽔エリアに⼊っている中で、住⺠が避

難（移動）する⼿段や避難場所に関する情報を適
切に発信できるか

• 災害時にたくさん⼊ってくる情報をどのように精
査、集約し、発信するか

⽔害時の防災⾏動に対する懸念事項
• 避難所が浸⽔エリアに⼊っている中で、住⺠が避

難（移動）する⼿段や避難場所に関する情報を適
切に発信できるか

• 災害時にたくさん⼊ってくる情報をどのように精
査、集約し、発信するか

◆第１回勉強会の成果

警戒レベル１-1〜1-3
• 気象台より情報を収集する
• 避難⾏動要⽀援者へ情報を提供する・⽀援する
• 市⺠へハザードマップを周知する
警戒レベル２〜３
• 避難所開設に向けて、職員を収集する
• 避難所開設の準備・確保をする
• 避難にあたり、道路情報の整理・発信を⾏う
警戒レベル４
• 消防署・県・⾃衛隊に協⼒要請を検討する

重点⾏動項⽬で他機関に係る懸念事項、調整事項
• 多機関連携により発信される情報の収集
• 避難所開設に向けて職員の確保
• 避難所開設に関して消防やメディアと連携した情
報提供

• 警察、消防、⾃衛隊への協⼒要請

 府中市 総務部総務課、健康福祉部地域福
祉課、危機管理監危機管理室 ◆第２回勉強会の成果

懸念事項に係る⾏動項⽬
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グループワーキングの成果（⼤規模避難・救助）
⼤規模避難の指揮や避難誘導、救助による逃げ遅れゼロ

警戒レベル1-1〜1-3
• 体制を確保する（定期的な訓練・職員の意識向上）
• 情報を収集する
警戒レベル４〜５
• 招集時の職員の安全を確保する
• リエゾンの派遣後の情報を収集する
• 道路・交通の情報を収集をする・共有する
• 活動拠点を確保する

①⽔害発⽣時におけるミッション
• 防災関係機関への応援要請、依頼、お願い
• 交通規制、交通誘導
• 災害情報の収集・被害実態把握
• 被災者の搬出と救助
②⾃機関に係る⽔害リスク
• 東部⽀部（福⼭）の敷地浸⽔のリスク
• 職員が参集できない、派遣できない
• 交通遮断に伴う出動不能、現場到着遅延
• 交番駐在所の道路冠⽔による孤⽴化
• 連絡⼿段の途絶
⽔害時の防災⾏動に対する懸念事項
• 職員の殉職事故が起きないように注意して参集さ

せる

• 各救助部隊が素早く対応できるように、被災情報
や道路規制情報等を収集し、いかに他機関と共有
するか

⽔害時の防災⾏動に対する懸念事項
• 職員の殉職事故が起きないように注意して参集さ

せる

• 各救助部隊が素早く対応できるように、被災情報
や道路規制情報等を収集し、いかに他機関と共有
するか

◆第１回勉強会の成果

重点⾏動項⽬で他機関に係る懸念事項、調整事項
• 平時に意識向上のため定期的な訓練の実施
• 道路・交通の情報の把握等、リエゾン派遣後の情
報収集・共有

• 活動拠点に関する情報共有

 広島県 危機管理監危機管理課
 広島県警察本部、福⼭北警察署、福⼭東警

察署、福⼭⻄警察署、府中警察署
 福⼭地区消防組合消防局
 陸上⾃衛隊13旅団司令部

◆第２回勉強会の成果
懸念事項に係る⾏動項⽬



重点⾏動項⽬で他機関に係る懸念事項、調整事項
• 事前に情報収集の体制を調整
• 災害時の道路情報の収集と地域への発信⽅法
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⽔害時の防災⾏動に対する懸念事項
• ポンプ場、排⽔機場が機能不全になったときの市

⺠への伝達⼿段や、市⺠からの問合せや被災情報
をどうやって処理すべきか。

• 道路冠⽔により職員が現場へ向かえない等、緊急対応
ができない

⽔害時の防災⾏動に対する懸念事項
• ポンプ場、排⽔機場が機能不全になったときの市

⺠への伝達⼿段や、市⺠からの問合せや被災情報
をどうやって処理すべきか。

• 道路冠⽔により職員が現場へ向かえない等、緊急対応
ができない

グループワーキングの成果（社会基盤（⼟⽊））
所管施設の運⽤、浸⽔範囲抑制により社会経済被害を最⼩化

①⽔害発⽣時におけるミッション
• 内⽔（⾬⽔）浸⽔の軽減・防⽌
• 施設被災情報の把握、発信、早期の機能復旧
• 被災箇所の状況確認、応急対応
• 資機材の確保

②⾃機関に係る⽔害リスク
• 低地における広いエリアの冠⽔
• アンダーパスの冠⽔による機能不全
• 排⽔機場、ポンプ場、浄⽔場、⽔道施設が浸⽔によ

る機能不全
• 道路冠⽔により現場へ向かえない、燃料が届かない

警戒レベル1-１
• 早期に対応しなければならない事項が多い

（⼯事現場の状況・⽔防器具点検・防災無線の設置・
住⺠の避難に繋がる情報発信のあり⽅・
登庁可能な職員のリストアップ）

警戒レベル1-2〜3
• 情報を収集する（給⽔⾞・道路情報・被災情報）
• 道路・交通の情報を収集する
• 住⺠に情報を提供する・周知する
警戒レベル５
• 応急復旧する（排⽔機場等施設の機能不全による仮

設ポンプの設置等・給⽔活動）

◆第１回勉強会の成果

 広島県東部建設事務所 管理課、事業調
整・⼟砂法指定推進班

 福⼭市 北部建設産業課、神辺建設産業
課、建設政策課、⼟⽊管理課、農林整備
課、下⽔道施設課、配⽔管維持課

 府中市 建設産業部上⽔下⽔道課、建設部
⼟⽊課、建設産業部監理課

◆第２回勉強会の成果
懸念事項に係る⾏動項⽬



グループワーキングの成果（社会基盤(ライフライン)）
機能停⽌の予防、早期復旧により社会経済被害を最⼩化
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警戒レベル２〜４
• 体制を確保する
• 情報を収集する

警戒レベル５
• 応急復旧で対応しなければならない事項が多い

（応急復旧のための道路情報の把握・⼟砂災害の把
握・浸⽔箇所の把握等）

• 収集した情報を発信する

⽔害時の防災⾏動に対する懸念事項
• 浸⽔エリア内の被害状況を確認する必要があるた

め道路情報・浸⽔エリア等の情報を他機関から受
信することが必要である。

⽔害時の防災⾏動に対する懸念事項
• 浸⽔エリア内の被害状況を確認する必要があるた

め道路情報・浸⽔エリア等の情報を他機関から受
信することが必要である。

①⽔害発⽣時におけるミッション
• 停電地区（中国電⼒管轄）、ガス停⽌地区の早期復

旧
• 停電、復旧情報の発信
• 通信孤⽴エリアへの通信⼿段の提供

（特設公衆電話、Wi-fi、171伝⾔ダイヤル）
• 浸⽔域の⽔位状況把握
②⾃機関に係る⽔害リスク
• 路上変圧器、ガス設備等の浸⽔、倒壊により機能不

全
• 事業所が浸⽔により機能不全
• 道路冠⽔による復旧⾞両の通⾏不可

◆第１回勉強会の成果

重点⾏動項⽬で他機関に係る懸念事項、調整事項
• 被災状況・道路等、複数機関からの情報の収集

 福⼭市 ⽔づくり課
 中国電⼒㈱
 福⼭ガス㈱
 ⻄⽇本電信電話㈱

◆第２回勉強会の成果
懸念事項に係る⾏動項⽬



⽔害時の防災⾏動に対する懸念事項
• 輸送中のお客様・職員の安全確保のための⽔害の

状況、交通規制情報の収集、提供ができるか。

• 通⾏⽌めを解除するにあたる関係機関と調整が必
要となる。

⽔害時の防災⾏動に対する懸念事項
• 輸送中のお客様・職員の安全確保のための⽔害の

状況、交通規制情報の収集、提供ができるか。

• 通⾏⽌めを解除するにあたる関係機関と調整が必
要となる。

グループワーキングの成果（社会基盤（交通・運輸））
帰宅困難者の抑制や所管施設の早期復旧による社会経済被害を最⼩化
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①⽔害発⽣時におけるミッション
• 社員、お客様の安全確保、情報提供
• 災害発⽣前の計画運休
• 線路、会社施設の被害状況の把握
• 交通規制情報の発信（⾼速道路情報・国道2号）
• 資機材の確保

②⾃機関に係る⽔害リスク
• ⾞両を安全な場所へ避難
• ⼭陽⾃動⾞道 芦⽥川橋の橋脚の洗掘、流出
• 乗務社員の確保（内⽔により社員が出社できない）

警戒レベル２
• 情報を収集する（⾬量情報・ﾒｯｼｭ情報・地元情報）
警戒レベル３
• 道路の規制情報を収集する

（国・県・市町・NEXCO・警察の情報を収集して
記者発表を⾏う）

警戒レベル4
• 被災者の救護を⾏う
• 緊急⾞両の通⾏可能なルートを確認する
• SA・PA・料⾦所へ物資を輸送する
警戒レベル５
• 道路・交通の情報を収集する

◆第１回勉強会の成果

重点⾏動項⽬で他機関に係る懸念事項、調整事項
• 県、市、警察等からの規制情報の収集
• 被災者救護のための物資の輸送

 ⻄⽇本旅客鉄道㈱
 ⻄⽇本⾼速道路㈱ 福⼭⾼速道路事務所
 ㈱中国バス
 福⼭通運
 福⼭河川国道事務所（道路）

◆第２回勉強会の成果
懸念事項に係る⾏動項⽬



グループワーキングの成果（広報・報道）
被害情報や対応状況、避難情報の住⺠へ広報・報道による逃げ遅れゼロ
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⽔害時の防災⾏動に対する懸念事項
• 市⺠の避難⾏動に繋がる情報発信が必要

• 必要とされている情報、正確な情報を多機関に発
信できるか。

警戒レベル1-1〜５
• 災害情報・避難等の情報を収集する・発信する

（HP・メール配信・県防災情報システム）
警戒レベル２
• 災害対策本部の⽴上げを確認する
• 広報⾞を出す
警戒レベル３
• 避難場所を知らせる
• 緊急放送への切替を⾏う
警戒レベル５
• 被災場所・被災状況を伝える

⽔害時の防災⾏動に対する懸念事項
• 市⺠の避難⾏動に繋がる情報発信が必要

• 必要とされている情報、正確な情報を多機関に発
信できるか。

⽔害時の防災⾏動に対する懸念事項
• 市⺠の避難⾏動に繋がる情報発信が必要

• 必要とされている情報、正確な情報を多機関に発
信できるか。

①⽔害発⽣時におけるミッション
• 災害情報、避難情報等の発信
• 広報の実施
• 他機関からの最新の情報収集・発信

（避難情報、交通情報、ライフライン情報）
• Ｌアラートの情報発信

②⾃機関に係る⽔害リスク
• 浸⽔による広報⾞両の機能不全
• 放送、通信設備への浸⽔被害による情報発信機能

の停⽌

◆第１回勉強会の成果

重点⾏動項⽬で他機関に係る懸念事項、調整事項
• 収集した情報が正確であるか。
• 多機関と調整したタイミングでの情報発信

 福⼭市 企画政策課、情報発信課
 ⽇本放送協会
 ㈱中国放送
 広島テレビ放送㈱

 ㈱テレビ新広島
 ㈱エフエムふくやま
 ㈱ケーブル・ジョイ

◆第２回勉強会の成果
懸念事項に係る⾏動項⽬



３．芦⽥川⽔害タイムラインのイメージ
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 各機関で抽出された全ての⾏動項⽬をタイムラインレベルに沿って記載
 ⾏動項⽬を第1階層（⼤項⽬）〜第2階層（細⽬）に分類
 第2階層に対して、どの機関が対応するかを明確にする

 ●：主体となる⾏動
 ○：⾏動の⽀援・協働

 「芦⽥川⽔害タイムライン」における防災⾏動項⽬から主たる⾏動項⽬や
各機関が選定した重点⾏動項⽬（他機関との連携を伴う項⽬、もしくは各
機関が選出した項⽬）を抜粋して記載

 Ａ３⼀枚で全体を俯瞰するためのもの

① 芦⽥川⽔害タイムライン（ダイジェスト版）

② 芦⽥川⽔害タイムライン（全体版）



３．芦⽥川⽔害タイムラインのイメージ
①芦⽥川⽔害タイムライン（ダイジェスト版）
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 タイムラインレベルに合わせた、事象、気象・河川・避難情報と、それに対す
るグループごとの主な⾏動（タイムライン（全体版）の対応項⽬（第1階層））をA3 
1枚に⽰す。

 対応の全体像を確認するときに活⽤します。

そのとき、どのような情報を発信されているか？
そのとき、○○グループはどのような対応をしているか？

防災情報
避難対応

（福山市）

避難対応

（府中市）

大規模避難

・救助

社会基盤

（土木）

社会基盤

（ﾗｲﾌﾗｲﾝ）

社会基盤

（交通・運輸）
広報・報道

TL立ち上げの意思決定 ダム操作の準備

災害対策本部等の設置

準備

指定避難所開設の準

備

指定避難所開設の

準備

道路通行止めの準

備

樋門・排水・取水

ゲート操作の準備

ライフライン復旧

対応の準備

公共交通機関の運

行停止準備
台風情報の放送

要配慮者避難支援の

準備

要配慮者避難支援

の準備
水防活動の準備 停電対応の準備

TL

レベル
目標

警戒

レベル

気象情報

河川情報

避難情報

事象

対応項目（第1階層）

TLレベ

ル1

(3日前

準備)

内部調整 - ・警報級（大雨）

の可能性

【目安：3日後に

影響】

・台風情報

・3日後に台風

が芦田川流域

に影響するお

それ

防災情報
避難対応

（福山市）

避難対応

（府中市）

大規模避難

・救助

社会基盤

（土木）

社会基盤

（ﾗｲﾌﾗｲ ﾝ）

社会基盤

（交通・運輸）
広報・報道

TL立ち上げの意思決定

災害対策本部等の設置

準備
水防活動の準備

道路通行止めの準

備
ダム操作の準備

指定避難所開設の

準備

要配慮者避難支援

の準備
水防活動の準備

樋門・排水・取水

ゲート操作の準備

レベル2移行の意思決定

パトロールの準備
ダム操作の準備・

放流開始

福祉避難所開設の

準備
住民避難の準備

小中学校の休校準

備

樋門・排水・取水

ゲート操作の実施

レベル3移行の意思決定

災害対策本部等の設置

関係機関への応援要請

準備

リエゾン派遣の準備
水防活動（内水）の

準備

住民避難（内水）

の実施
小中学校の休校

リエゾン派遣の実施 パトロールの実施 パトロールの実施
指定避難所（高

潮）の開設

避難準備・高齢者

等避難開始（高

潮）の発令

レベル4移行の意思決定

災害対策本部等の設置
水防活動

（内水）の実施

道路通行止め

（内水）の実施

自主避難所の運営

支援

水防活動の実施

（内水）

利用者の避難（内

水）

職員の退避（内

水）

水防活動

（外水）の準備

ダム操作の実施

（300m3/s）

パトロールの実施
樋門・排水・取水

ゲート操作の実施

住民避難(外水)の

準備

レベル5移行の意思決定

水防活動

（外水）の実施

異常洪水時

防災操作の実施

（3700m3/s）

指定避難所の開設

福祉避難所の開設

避難準備・高齢者

等避難開始（外

水）の発令

要配慮者避難支援

（外水）の実施

レベル6移行の意思決定

避難勧告（外水）

の発表施
水防活動の実施

地域限定情報伝達

の実施

住民避難（外水）

の実施

レベル7移行の意思決定

災害対策本部等の強化

リエゾン派遣の実施

関係機関への応援要請 緊急対応の準備
道路通行止め（外

水）の実施

TL

レベル
目標

警戒

レベル

気象情報

河川情報

避難情報

事象

対応項目（第1階層）

TLレベ

ル1

(3日前

準備)

内部調整 - ・警報級（大雨）

の可能性

【目安：3日後に

影響】

・台風情報

・3日後に台風

が芦田川流域

に影響するお

それ

TLレベ

ル1

(2日前

準備)

機関調整 - ・警報級（大雨）

の可能性【目安：

2日後に影響】

・台風情報

・台風説明会の実

施

・2日後に台風

が芦田川流域

に影響するお

それ

TLレベ

ル1

(1日前

準備)

地域調整 警戒レ

ベル1

・早期注意情報

・台風情報

・強風注意報

・降雨の開始

・水位の上昇

（水防団待機

水位の超過）

・内水氾濫発

生の見込み

・氾濫注意水

位超過

・内水氾濫発

生

・洪水警報の危険

度分布（注意）

・洪水注意報

・大雨注意報

・大雨警報（浸水

害）

・暴風警報

・氾濫注意情報

警戒レ

ベル2

避難

（内水）

レベル2

レベル3 早期避難

（外水）

警戒レ

ベル3

・洪水警報 ・洪

水警報の危険度分

布（警戒）

・氾濫警戒情報

・避難準備・高齢

者等避難開始

・避難判断水

位超過

・中小河川の

氾濫による浸

水発生

避難

（外水）

警戒レ

ベル4

・洪水警報の危険

度分布（非常に危

険）

・氾濫危険情報

・避難勧告

・避難指示(緊急)

※２

レベル4 ・氾濫危険水

位超過

レベル5 緊急対応 警戒レ

ベル5

・大雨特別警報

（浸水害）※３

・氾濫発生情報

・災害発生情報※

１

・堤防の決壊

芦⽥川⽔害タイムライン 令和元年出⽔期試⾏版（ダイジェスト版)
イメージ

タイムラインレベルに対応するグループごとの主な⾏動
タイムラインレベルに対応する⽬標、警戒レベル、事象、情報



 タイムラインレベルに合わせた、事象、気象・河川・避難情報と、それに対す
る機関ごとに抽出された⾏動項⽬をA3 複数ページにわたり⽰す。

 各機関で対応を確認する際に活⽤します。

３．芦⽥川⽔害タイムラインのイメージ
②芦⽥川⽔害タイムライン（全体版）

16

危
機
管
理
監
危
機
管
理
課

土
木
建
築
局

（

道
路
河
川
管
理
課
）

東
部
建
設
事
務
所

（

管
理
課
）

東
部
建
設
事
務
所
（

事
業
調
整
・

土
砂
法
指
定
推
進
班
）

危
機
管
理
防
災
課

税
制
課

福
祉
総
務
課

経
済
総
務
課

ま
ち
づ
く
り
総
務
課

教
育
総
務
課

地
域
振
興
課
（

北
部
・
東
部
・
神

辺
）

建
設
産
業
課

（

北
部
・
神
辺
）

建
設
政
策
課

土
木
管
理
課

農
林
整
備
課

下
水
道
施
設
課

配
水
管
維
持
課

企
画
政
策
課

情
報
発
信
課

総
務
課

地
域
福
祉
課

危
機
管
理
監
危
機
管
理
室

建
設
産
業
部
（

上
水
下
水
道
課
）

建
設
産
業
部
（

監
理
課
）

建
設
部
土
木
課

中
国
電
力
（

福
山
営
業
所
・
尾
道

営
業
所
）

福
山
ガ
ス
（

供
給
部
）

N
T
T
西
日
本
（

広
島
支
店
）

鉄
道
（

西
日
本
旅
客
鉄
道
岡
山
支

社
）

道
路
（

西
日
本
高
速
道
路
）

バ
ス
（

中
国
バ
ス
）

物
流
（

福
山
通
運
）

自
衛
隊
（

陸
上
自
衛
隊
第
１
３
旅

団
）

消
防
（

福
山
地
区
消
防
組
合
消
防

局
）

福山市

役割

府中市広
島
地
方
気
象
台

福
山
河
川
国
道
事
務
所

　
　
　
　

(

河
川
）

福
山
河
川
国
道
事
務
所

　
　
　
　

(

道
路
）

八
田
原
ダ
ム
管
理
所

広島県 ライフライン 交通警
察
（

警
察
本
部
・
福
山
北
・
福

山
東
・
福
山
西
・
府
中
）

報
道
機
関
（

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

芦⽥川⽔害タイムライン 令和元年出⽔期試⾏版（全体版) イメージ

分類 第1階層 第2階層

危
機
管
理
監
危
機
管
理
課

土
木
建
築
局

 
（

道
路
河
川
管
理
課
）

東
部
建
設
事
務
所
（

管
理
課
）

東
部
建
設
事
務
所
（

事
業
調
整
・

土
砂
法
指
定
推
進
班
）

危
機
管
理
防
災
課

税
制
課

福
祉
総
務
課

経
済
総
務
課

ま
ち
づ
く
り
総
務
課

教
育
総
務
課

地
域
振
興
課
（

北
部
・
東
部
・
神

辺
）

建
設
産
業
課

（

北
部
・
神
辺
）

建
設
政
策
課

土
木
管
理
課

農
林
整
備
課

下
水
道
施
設
課

配
水
管
維
持
課

企
画
政
策
課

情
報
発
信
課

総
務
課

地
域
福
祉
課

危
機
管
理
監
危
機
管
理
室

建
設
産
業
部
（

上
水
下
水
道
課
）

建
設
産
業
部
（

監
理
課
）

建
設
部
土
木
課

中
国
電
力
（

福
山
営
業
所
・
尾
道

営
業
所
）

福
山
ガ
ス
（

供
給
部
）

N
T
T
西
日
本
（

広
島
支
店
）

鉄
道
（

西
日
本
旅
客
鉄
道
岡
山
支

社
）

道
路
（

西
日
本
高
速
道
路

）バ
ス
（

中
国
バ
ス
）

物
流
（

福
山
通
運
）

警戒
レベル１

タイムラインの
移行

警戒レベルの確認
－

気象・台風情報の収集
気象情報、台風情報、台風進路予報、週間予報の収
集

○

警報級の可能性を確認 ○

気象注意報・警報の収集 ○

雨量・水位観測情報の収集 ○

排水ポンプ車の応援要請、派遣受入 ●

水防警報の発令 － ●

洪水予報の発令 － ●

警戒
レベル２

タイムラインの
移行

警戒レベルの確認
－ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

気象・台風情報の収集
気象情報、台風情報、台風進路予報、週間予報の収
集

○

警報級の可能性を確認 ○

気象注意報・警報の収集 ○

洪水危険度分布の確認（WEB） ○

避難情報の発令 避難準備・高齢者等避難開始の発令 発令（Lアラート、ホームページ掲載、防災無線
等）

メッシュ情報の確認

危険度分布の確認

雨量の把握→気象庁等への確認

パトロールによる異常発見

地元からの情報

排水機場の操作
樋門、排水機場、ポンプ車の操作員への指示 ●

排水機場の適切な作動 ●

防災行動項目
自
衛
隊
（

陸
上
自
衛
隊
第
１
３
旅

団
）

消
防
（

福
山
地
区
消
防
組
合
消
防

局
）

福山市

備考

役割

府中市広
島
地
方
気
象
台

福
山
河
川
国
道
事
務
所

　
　
　
　

(

河
川
）

福
山
河
川
国
道
事
務
所

　
　
　
　

(

道
路
）

八
田
原
ダ
ム
管
理
所

広島県 ライフライン 交通警
察
（

警
察
本
部
・
福
山
北
・
福

山
東
・
福
山
西
・
府
中
）

報
道
機
関
（

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

警戒
レベル

主な事象 主な発表情報

水害の状況把握【継続】

気象注意報・警報の収集

情報の収集

・降雨の開始
・水位の上昇
（水防団待機
水位の超過）
・内水氾濫発
生の見込み

・警報級（大
雨）の可能性
【目安：1日先
に影響】
・台風情報
・強風注意報

・洪水警報の
危険度分布
（注意）
・洪水注意報
・大雨注意報
・大雨警報
（浸水害）
・暴風警報

・氾濫注意水
位の超過
・内水氾濫発
生

気象注意報・警報の収集

雨量・水位情報の収集

情報の収集

道路の状況把握

分類 第1階層 第2階層

危
機
管
理
監
危
機
管
理
課

土
木
建
築
局

 
（

道
路
河
川
管
理
課
）

東
部
建
設
事
務
所
（

管
理
課
）

東
部
建
設
事
務
所
（

事
業
調
整
・

土
砂
法
指
定
推
進
班
）

危
機
管
理
防
災
課

税
制
課

福
祉
総
務
課

経
済
総
務
課

ま
ち
づ
く
り
総
務
課

教
育
総
務
課

地
域
振
興
課
（

北
部
・
東
部
・
神

辺
）

建
設
産
業
課

（

北
部
・
神
辺
）

建
設
政
策
課

土
木
管
理
課

農
林
整
備
課

下
水
道
施
設
課

配
水
管
維
持
課

企
画
政
策
課

情
報
発
信
課

総
務
課

地
域
福
祉
課

危
機
管
理
監
危
機
管
理
室

建
設
産
業
部
（

上
水
下
水
道
課
）

建
設
産
業
部
（

監
理
課
）

建
設
部
土
木
課

中
国
電
力
（

福
山
営
業
所
・
尾
道

営
業
所
）

福
山
ガ
ス
（

供
給
部
）

N
T
T
西
日
本
（

広
島
支
店
）

鉄
道
（

西
日
本
旅
客
鉄
道
岡
山
支

社
）

道
路
（

西
日
本
高
速
道
路

）バ
ス
（

中
国
バ
ス
）

物
流
（

福
山
通
運
）

警戒
レベル１

タイムラインの
移行

警戒レベルの確認
－

気象・台風情報の収集
気象情報、台風情報、台風進路予報、週間予報の収
集

○

警報級の可能性を確認 ○

気象注意報・警報の収集 ○

雨量・水位観測情報の収集 ○

排水ポンプ車の応援要請、派遣受入 ●

水防警報の発令 － ●

洪水予報の発令 － ●

警戒
レベル２

タイムラインの
移行

警戒レベルの確認
－ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

気象・台風情報の収集
気象情報、台風情報、台風進路予報、週間予報の収
集

○

警報級の可能性を確認 ○

気象注意報・警報の収集 ○

洪水危険度分布の確認（WEB） ○

避難情報の発令 避難準備・高齢者等避難開始の発令 発令（Lアラート、ホームページ掲載、防災無線
等）

メッシュ情報の確認

危険度分布の確認

雨量の把握→気象庁等への確認

パトロールによる異常発見

地元からの情報

排水機場の操作
樋門、排水機場、ポンプ車の操作員への指示 ●

排水機場の適切な作動 ●

防災行動項目
自
衛
隊
（

陸
上
自
衛
隊
第
１
３
旅

団
）

消
防
（

福
山
地
区
消
防
組
合
消
防

局
）

福山市

備考

役割

府中市広
島
地
方
気
象
台

福
山
河
川
国
道
事
務
所

　
　
　
　

(

河
川
）

福
山
河
川
国
道
事
務
所

　
　
　
　

(

道
路
）

八
田
原
ダ
ム
管
理
所

広島県 ライフライン 交通警
察
（

警
察
本
部
・
福
山
北
・
福

山
東
・
福
山
西
・
府
中
）

報
道
機
関
（

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

警戒
レベル

主な事象 主な発表情報

水害の状況把握【継続】

気象注意報・警報の収集

情報の収集

・降雨の開始
・水位の上昇
（水防団待機
水位の超過）
・内水氾濫発
生の見込み

・警報級（大
雨）の可能性
【目安：1日先
に影響】
・台風情報
・強風注意報

・洪水警報の
危険度分布
（注意）
・洪水注意報
・大雨注意報
・大雨警報
（浸水害）
・暴風警報

・氾濫注意水
位の超過
・内水氾濫発
生

気象注意報・警報の収集

雨量・水位情報の収集

情報の収集

道路の状況把握

分類 第1階層 第2階層

危
機
管
理
監
危
機
管
理
課

土
木
建
築
局

 
（

道
路
河
川
管
理
課
）

東
部
建
設
事
務
所
（

管
理
課
）

東
部
建
設
事
務
所
（

事
業
調
整
・

土
砂
法
指
定
推
進
班
）

危
機
管
理
防
災
課

税
制
課

福
祉
総
務
課

経
済
総
務
課

ま
ち
づ
く
り
総
務
課

教
育
総
務
課

地
域
振
興
課
（

北
部
・
東
部
・
神

辺
）

建
設
産
業
課

（

北
部
・
神
辺
）

建
設
政
策
課

土
木
管
理
課

農
林
整
備
課

下
水
道
施
設
課

配
水
管
維
持
課

企
画
政
策
課

情
報
発
信
課

総
務
課

地
域
福
祉
課

危
機
管
理
監
危
機
管
理
室

建
設
産
業
部
（

上
水
下
水
道
課
）

建
設
産
業
部
（

監
理
課
）

建
設
部
土
木
課

中
国
電
力
（

福
山
営
業
所
・
尾
道

営
業
所
）

福
山
ガ
ス
（

供
給
部
）

N
T
T
西
日
本
（

広
島
支
店
）

鉄
道
（

西
日
本
旅
客
鉄
道
岡
山
支

社
）

道
路
（

西
日
本
高
速
道
路

）バ
ス
（

中
国
バ
ス
）

物
流
（

福
山
通
運
）

警戒
レベル１

タイムラインの
移行

警戒レベルの確認
－

気象・台風情報の収集
気象情報、台風情報、台風進路予報、週間予報の収
集

○

警報級の可能性を確認 ○

気象注意報・警報の収集 ○

雨量・水位観測情報の収集 ○

排水ポンプ車の応援要請、派遣受入 ●

水防警報の発令 － ●

洪水予報の発令 － ●

警戒
レベル２

タイムラインの
移行

警戒レベルの確認
－ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

気象・台風情報の収集
気象情報、台風情報、台風進路予報、週間予報の収
集

○

警報級の可能性を確認 ○

気象注意報・警報の収集 ○

洪水危険度分布の確認（WEB） ○

避難情報の発令 避難準備・高齢者等避難開始の発令 発令（Lアラート、ホームページ掲載、防災無線
等）

メッシュ情報の確認

危険度分布の確認

雨量の把握→気象庁等への確認

パトロールによる異常発見

地元からの情報

排水機場の操作
樋門、排水機場、ポンプ車の操作員への指示 ●

排水機場の適切な作動 ●

防災行動項目
自
衛
隊
（

陸
上
自
衛
隊
第
１
３
旅

団
）

消
防
（

福
山
地
区
消
防
組
合
消
防

局
）

福山市

備考

役割

府中市広
島
地
方
気
象
台

福
山
河
川
国
道
事
務
所

　
　
　
　

(

河
川
）

福
山
河
川
国
道
事
務
所

　
　
　
　

(

道
路
）

八
田
原
ダ
ム
管
理
所

広島県 ライフライン 交通警
察
（

警
察
本
部
・
福
山
北
・
福

山
東
・
福
山
西
・
府
中
）

報
道
機
関
（

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

警戒
レベル

主な事象 主な発表情報

水害の状況把握【継続】

気象注意報・警報の収集

情報の収集

・降雨の開始
・水位の上昇
（水防団待機
水位の超過）
・内水氾濫発
生の見込み

・警報級（大
雨）の可能性
【目安：1日先
に影響】
・台風情報
・強風注意報

・洪水警報の
危険度分布
（注意）
・洪水注意報
・大雨注意報
・大雨警報
（浸水害）
・暴風警報

・氾濫注意水
位の超過
・内水氾濫発
生

気象注意報・警報の収集

雨量・水位情報の収集

情報の収集

道路の状況把握

分類 第1階層 第2階層

危
機
管
理
監
危
機
管
理
課

土
木
建
築
局

 
（

道
路
河
川
管
理
課
）

東
部
建
設
事
務
所
（

管
理
課
）

東
部
建
設
事
務
所
（

事
業
調
整
・

土
砂
法
指
定
推
進
班
）

危
機
管
理
防
災
課

税
制
課

福
祉
総
務
課

経
済
総
務
課

ま
ち
づ
く
り
総
務
課

教
育
総
務
課

地
域
振
興
課
（

北
部
・
東
部
・
神

辺
）

建
設
産
業
課

（

北
部
・
神
辺
）

建
設
政
策
課

土
木
管
理
課

農
林
整
備
課

下
水
道
施
設
課

配
水
管
維
持
課

企
画
政
策
課

情
報
発
信
課

総
務
課

地
域
福
祉
課

危
機
管
理
監
危
機
管
理
室

建
設
産
業
部
（

上
水
下
水
道
課
）

建
設
産
業
部
（

監
理
課
）

建
設
部
土
木
課

中
国
電
力
（

福
山
営
業
所
・
尾
道

営
業
所
）

福
山
ガ
ス
（

供
給
部
）

N
T
T
西
日
本
（

広
島
支
店
）

鉄
道
（

西
日
本
旅
客
鉄
道
岡
山
支

社
）

道
路
（

西
日
本
高
速
道
路

）バ
ス
（

中
国
バ
ス
）

物
流
（

福
山
通
運
）

警戒
レベル１

タイムラインの
移行

警戒レベルの確認
－

気象・台風情報の収集
気象情報、台風情報、台風進路予報、週間予報の収
集

○

警報級の可能性を確認 ○

気象注意報・警報の収集 ○

雨量・水位観測情報の収集 ○

排水ポンプ車の応援要請、派遣受入 ●

水防警報の発令 － ●

洪水予報の発令 － ●

警戒
レベル２

タイムラインの
移行

警戒レベルの確認
－ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

気象・台風情報の収集
気象情報、台風情報、台風進路予報、週間予報の収
集

○

警報級の可能性を確認 ○

気象注意報・警報の収集 ○

洪水危険度分布の確認（WEB） ○

避難情報の発令 避難準備・高齢者等避難開始の発令 発令（Lアラート、ホームページ掲載、防災無線
等）

メッシュ情報の確認

危険度分布の確認

雨量の把握→気象庁等への確認

パトロールによる異常発見

地元からの情報

排水機場の操作
樋門、排水機場、ポンプ車の操作員への指示 ●

排水機場の適切な作動 ●

防災行動項目
自
衛
隊
（

陸
上
自
衛
隊
第
１
３
旅

団
）

消
防
（

福
山
地
区
消
防
組
合
消
防

局
）

福山市

備考

役割

府中市広
島
地
方
気
象
台

福
山
河
川
国
道
事
務
所

　
　
　
　

(

河
川
）

福
山
河
川
国
道
事
務
所

　
　
　
　

(

道
路
）

八
田
原
ダ
ム
管
理
所

広島県 ライフライン 交通警
察
（

警
察
本
部
・
福
山
北
・
福

山
東
・
福
山
西
・
府
中
）

報
道
機
関
（

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

警戒
レベル

主な事象 主な発表情報

水害の状況把握【継続】

気象注意報・警報の収集

情報の収集

・降雨の開始
・水位の上昇
（水防団待機
水位の超過）
・内水氾濫発
生の見込み

・警報級（大
雨）の可能性
【目安：1日先
に影響】
・台風情報
・強風注意報

・洪水警報の
危険度分布
（注意）
・洪水注意報
・大雨注意報
・大雨警報
（浸水害）
・暴風警報

・氾濫注意水
位の超過
・内水氾濫発
生

気象注意報・警報の収集

雨量・水位情報の収集

情報の収集

道路の状況把握

広島県、福⼭市、府中市は部署別に記載
（地区が異なる部署は統合）

分類 第1階層 第2階層

台 説 会 実施 －
警戒

レベル
タイムライ
ンの移行

警戒レベルの確認
－

気象・台風情報の収集
気象情報、台風情報、台風進路予報、
週間予報の収集

警報級の可能性を確認

気象注意報・警報の収集

雨量・水位観測情報の収集

排水ポンプ車の応援要請、派遣受入

水防警報の発令 －

洪水予報の発令 －

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
レ
ベ
ル

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
レ
ベ
ル
１

防災行動項目

情報 収集

警戒
レベル

主な
事象

主な
発表情報

・降雨の
開始
・水位の
上昇（水
防団待機
水位の超
過）
・内水氾
濫発生の
見込み

・警報級
（大雨）
の可能性
【目安：1
日先に影
響】
・台風情
報
・強風注
意報

気象注意報・警報の収集

雨量・水位情報の収集

情報の収集

●：主体的な⾏動
○：⾏動の⽀援・協働



４．グループワーキング

17

13:25〜15:25（120分）

【WG1】重点⾏動について他機関との連携ポイントを確認

【WG2】⾏動項⽬を「いつ」「誰が」「誰と」実施するか確認



重点⾏動について他機関との連携ポイントを確認

 勉強会成果から「芦⽥川⽔害タイムライン 令和元年出⽔期試⾏版（素
案）」作成までの作成経緯を説明

 ⇒P20〜25

18

【WG1】 13:25〜13:45（20分）

 作成過程から勉強会成果までの内容を思い出しと、重点作業項⽬（他
機関と連携する⾏動）を確認する

 ⾃機関で重点的に実施する事項→第1階層＋α程度
 他機関からの情報や協働が必要な事項→対応すべき⾏動や役割分担が

明確になっているかをチェック（⾏動の具体化・細分化）

A

A B

B



警戒レベル（避難勧告等に関するガイドライン）
市町・災害種別でタイミングは異なることがある

 内閣府より避難勧告等に関するガイドラインの改定が公表された。
 警戒レベルは、住⺠がとるべき⾏動を５段階に分け、情報と⾏動の対応を明確化した。
 出された情報ととるべき⾏動を直感的に理解しやすいものとし、住⺠の主体的な避難

を⽀援

警戒レベル 住⺠が
取るべき⾏動

住⺠に⾏動を促す情報 住⺠が⾃ら⾏動をとる際の判断に参考となる情報
（警戒レベル相当情報）

避難情報等
洪⽔に関する情報

⼟砂災害に関する情報⽔位情報が
ある場合

⽔位情報が
ない場合

警戒レベル５ 既に災害が発⽣している
状 況であり、命を守るた
めの 最善の⾏動をとる。

災害発⽣情報※１

※１可能な範囲で発令
氾濫発⽣情報 （⼤⾬特別警報（

浸 ⽔害））※３
（⼤⾬特別警報（⼟砂災害）
）※３

警戒レベル４ ・指定緊急避難場所等へ
の⽴退き避難を基本と
する避難⾏動をとる。

・災害が発⽣するおそれ
が極めて⾼い状況等と
なっており、緊急に避
難する。

・避難勧告
・避難指⽰（緊急）※２

※２緊急的⼜は重ねて避難を促す
場合に発令

氾濫危険情報 ・洪⽔警報の危険
度分布（⾮常に
危 険）

・⼟砂災害警戒情報
・⼟砂災害に関するメッシ
ュ情 報（⾮常に危険）

・⼟砂災害に関するメッシ
ュ情 報（極めて危険）※４

警戒レベル３ ⾼齢者等は⽴退き避難する
。 その他の者は⽴退き避難
の準備 をし、⾃発的に避難
する。

避難準備・⾼齢者等避難開始 氾濫警戒情報 ・洪⽔警報
・洪⽔警報の危
険 度分布（警
戒）

・⼤⾬警報（⼟砂災害）
・⼟砂災害に関するメッシ
ュ情 報（警戒）

警戒レベル２ 避難に備え⾃らの避難⾏
動 を確認する。

洪⽔注意報
⼤⾬注意報

氾濫注意情報 ・洪⽔警報の危
険 度分布（注
意）

・⼟砂災害に関するメッシ
ュ情 報（注意）

警戒レベル１ 災害への⼼構えを⾼める。 警報級の可能性

参考：避難勧告等に関するガイドラインの改定〜警戒レベルの運⽤等について〜（内閣府） 19

※３⼤⾬特別警報は、洪⽔や⼟砂災害の発⽣情報ではないものの、災害が既に発⽣している蓋然性が極めて⾼い情報として、警戒レベル５相当情報［洪⽔］や警戒レベル５相当情報［⼟砂災害］と
して運⽤する。ただし、市町村⻑は警戒レベル５の災害発⽣情報の発令基準としては⽤いない。

※４「極めて危険」については、現⾏では避難指⽰（緊急）の発令を判断するための情報であるが、今後、技術的な改善を進めた段階で、警戒レベルへの位置付けを改めて検討する。



タイムラインレベルと警戒レベルの紐付け
洪⽔に関する警戒レベルを基本

タイムラインレベル
TL

レベル
TLレベル1
(3⽇前準備)

TLレベル1
(2⽇前準備)

TLレベル1
(1⽇前準備) TLレベル2 TLレベル3 TLレベル4 TLレベル5

警戒
レベル － － 警戒レベル1 警戒レベル2 警戒レベル3 警戒レベル4 警戒レベル5

⽬標 内部調整 機関調整 地域調整 避難
（内⽔）

早期避難
（外⽔）

避難
（外⽔） 緊急対応

事象

・3⽇後に台⾵が
芦⽥川流域に影
響するおそれ

・2⽇後に台⾵が
芦⽥川流域に影響
するおそれ

・降⾬の開始
・⽔位の上昇（⽔
防団待機⽔位の超
過）
・内⽔氾濫発⽣の
⾒込み

・氾濫注意⽔位超過
・内⽔氾濫発⽣

・避難判断⽔位超過
・中⼩河川の氾濫に
よる浸⽔発⽣

・氾濫危険⽔位超過 ・堤防の決壊

気象
情報

・台⾵情報
・3⽇先の警報級
（⼤⾬）の可能
性
【⽬安：3⽇後に
影響】

・台⾵情報
・台⾵説明会の実
施
・2⽇先の警報級
（⼤⾬）の可能性
【⽬安：2⽇後に
影響】

・台⾵情報
・強⾵注意報
・早期注意情報
（翌⽇までの警報
級（⼤⾬）の可能
性【⽬安：1⽇後
に影響】）

・洪⽔警報の危険度
分布（注意）
・洪⽔注意報
・⼤⾬注意報
・⼤⾬警報（浸⽔
害）
・暴⾵警報

・洪⽔警報
・洪⽔警報の危険度
分布（警戒）

・洪⽔警報の危険度
分布（⾮常に危険）

・⼤⾬特別警報
（浸⽔害）※３

河川
情報

・氾濫注意情報 ・氾濫警戒情報 ・氾濫危険情報 ・氾濫発⽣情報
・災害発⽣情報※１

避難
情報

・避難準備・⾼齢者
等避難開始

・避難勧告
・避難指⽰(緊急)※２

住⺠等
の⾏動

⼼構えを⾼める 避難⾏動の確認 ⾼齢者等は避難
他の住⺠は準備

避難 命を守る最善の⾏動

20

※１可能な範囲で発令
※２緊急的⼜は重ねて避難を促す場合に発令
※３⼤⾬特別警報は、洪⽔や⼟砂災害の発⽣情報ではないものの、災害が既に発⽣している蓋然性が極めて⾼い情報として、警戒レベル５相当情報［洪⽔］や警戒レベル５相当情報［⼟砂災害］と

して運⽤する。ただし、市町村⻑は警戒レベル５の災害発⽣情報の発令基準としては⽤いない。

※タイムラインレベルごとの事象と気象情報、河川情報、避難情報の発表のタイミングは出⽔により前後する可能性がある。



警戒レベルの⾊分けについて
（参考）内閣府

21http://www.bousai.go.jp/fusuigai/suigai_dosyaworking/pdf/dai3kai/siryo5.pdf

平成30年７⽉豪⾬による⽔害・⼟砂災害からの避難に関するワーキンググループ（第３回）

住⺠の避難⾏動等を⽀援する防災情報の提供



芦田川水害タイムライン 令和元年出水期試行版（素案）　ワークシート

分類 第1階層 No 第2階層

広
島
県
土
木
建
築
局

（
道
路
河
川

管
理
課

）

広
島
地
方
気
象
台

福
山
河
川
国
道
事
務
所

(

河
川

）

八
田
原
ダ
ム
管
理
所

福
山
市
危
機
管
理
防
災
課

福
山
市
税
制
課

福
山
市
福
祉
総
務
課

福
山
市
経
済
総
務
課

福
山
市
地
域
振
興
課

（
北
部
・
東

部
・
神
辺

）

福
山
市
ま
ち
づ
く
り
総
務
課

福
山
市
教
育
総
務
課

府
中
市
総
務
課

府
中
市
地
域
福
祉
課

府
中
市
危
機
管
理
監
危
機
管
理
室

広
島
県
危
機
管
理
監
危
機
管
理
課

警
察

（
警
察
本
部
・
福
山
北
・
福

山
東
・
福
山
西
・
府
中

）

消
防

（
福
山
地
区
消
防
組
合
消
防

局

）

自
衛
隊

（
陸
上
自
衛
隊
第
１
３
旅

団

）

広
島
県
東
部
建
設
事
務
所

（
管
理

課

）

広
島
県
東
部
建
設
事
務
所

（
事
業

調
整
・
土
砂
法
指
定
推
進
班

）

福
山
市
建
設
産
業
課

（
北
部
・
神
辺

）

福
山
市
建
設
政
策
課

警戒
レベル２

タイムラインの
移行

警戒レベルの確認
105 － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

体制の確立 106                ●      

気象・台風情報の収集 107 気象情報、台風情報、台風進路予報、週間予報の収集 ○

108 警報級の可能性を確認 ○

109 気象注意報・警報の収集 ○

110 洪水危険度分布の確認（WEB） ○

避難情報の発令
停電地区（中国電力管轄）の早期復旧 111 発令（Lアラート、ホームページ掲載、防災無線等）                      

112 メッシュ情報の確認

113 危険度分布の確認

災害情報の収集（随時） 114               ● ●     ●

被害状況の調査 115                ●      

危険個所の警戒 116                ●      

施設被災情報の把握 117                     ●

被害軽減の対応 118                     ●

119 雨量の把握→気象庁等への確認

120 パトロールによる異常発見

121 地元からの情報

行政機関との連携 122                ●      

土砂崩れ箇所への立入規制 123                ●      

交通実態の把握 124                ●      

交通対策 125                ●      

交通規制 126                ●      

交通誘導 127                ●      

110番等通報への対応 128                ●      

早期の機能復旧（通行止め） 129                   ● ● ●

前回の被害エリアを重点的に想定し、確実な情
報発信を行う

130                     ●

情報収集の中でバリケード等で交通他の警察と
の協力体制

131                     ●

道路情報の共有（通行止め区間等） 132                     ●

河川（普通）・市道の被災箇所の位置、状況確
認

133                     ●

排水機場の操作
134 樋門、排水機場、ポンプ車の操作員への指示 ●

135 排水機場の適切な作動 ●

防災情報 避難対応（福山市） 避難対応（府中市） 大規模避難・救助

警戒
レベル

主な事象 主な発表情報

防災行動項目
役割

気象注意報・警報の収集

水害の状況把握【継続】

道路の状況把握

・氾濫注意水
位超過
・内水氾濫発
生

・洪水警報の
危険度分布
（注意）
・洪水注意報
・大雨注意報
・大雨警報
（浸水害）
・暴風警報
・氾濫注意報

情報の収集

タイムライン(素案)の作成経緯
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【WG1】 13:25〜13:45（20分）

第1回勉強会

第2回勉強会

芦⽥川⽔害タイムライン令和元年出⽔期試⾏版（素案）
ワークシート

●：主体的な⾏動
○：⾏動の⽀援・協働

･･･

⿊⽂字：事務局による追加
⻘⽂字：第1回勉強会
⾚⽂字：第2回勉強会
緑⽂字：勉強会成果に対する事務局での修正

●：主体的な行動
○：行動の支援・協働

福
山
河
川
国
道
事
務
所

(

道
路

）

福
山
市
企
画
政
策
課

福
山
市
情
報
発
信
課

報
道
機
関

（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

）

● ● ● ●

   ●

    

   ●

   ●

   ●

    

    

   ●

   ●

   ●

   ●

   ●

   ●

   ●

    

    

    

    

    

備考

広報・報道



役割

分類 第1階層 No 第2階層

広
島
県
土
木
建
築
局

（
道
路
河
川

管
理
課

）

広
島
地
方
気
象
台

福
山
河
川
国
道
事
務
所

(

河
川

）

八
田
原
ダ
ム
管
理
所

警戒
レベル２

タイムラインの
移行

警戒レベルの確認
105 － ● ● ● ●

体制の確立 106     

気象・台風情報の収集 107 気象情報、台風情報、台風進路予報、週間予報の収集 ○

108 警報級の可能性を確認 ○

109 気象注意報・警報の収集 ○

110 洪水危険度分布の確認（WEB） ○

111 メッシュ情報の確認

112 危険度分布の確認

災害情報の収集（随時） 113     

停電地区（中国電力管轄）の早期復旧 114     

被害状況の調査 115     

危険個所の警戒 116     

施設被災情報の把握 117     

防災情報

警戒
レベル

主な事象 主な発表情報

防災行動項目

気象注意報・警報の収集

水害の状況把握【継続】

・氾濫注意水
位超過
・内水氾濫発
生

・洪水警報の
危険度分布
（注意）
・洪水注意報
・大雨注意報
・大雨警報
（浸水害）
・暴風警報
・氾濫注意報

情報の収集

第1階層 第2階層

役割
防災⾏動項⽬

お客様への情報提供（列車の運転状況） 140

監督官庁への報告 141

対策本部の設置 142

技術班への対応指示 143

災害管理システムへの登録に向けた情報整理と
対応指示

144

災害等対応状況の把握 145

     

     

     

     

     

     

     

●     

●     

●     

     

     

     

     

鉄
道

（
西
日
本
旅
客
鉄
道
岡
山
支

社

）

道
路

（
西
日
本
高
速
道
路

）

バ
ス

（
中
国
バ
ス

）

物
流

（
福
山
通
運

）

福
山
河
川
国
道
事
務
所

(

道
路

）

社会基盤（交通・運輸）

タイムライン(素案)の作成経緯
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【WG1】 13:25〜13:45（20分）

第1回勉強会

▲芦⽥川⽔害タイムライン令和元年出⽔期試⾏版（素案）

・各機関の⽔害発⽣時におけるミッションを⻘⽂字
で記載。レベルは事務局で発表情報のタイミングを
参考に設定。
・役割についても●/○を記⼊。

●：主体的な⾏動
○：⾏動の⽀援・協働

⿊⽂字：事務局による追加
⻘⽂字：第1回勉強会
⾚⽂字：第2回勉強会
緑⽂字：事務局による修正

▼⾃⼰分析シート

役割

JR
⻄
⽇
本



情報の共有
化

防災関係機関の状況把握
292 隣接県への応援要請（中国、四国）

道路情報の把握
293 県・自衛隊への協力要請検討

道路規制の把握
294 首長指示

道路の寸断等による舞台の前進の遅滞
295 河川管理者との情報共有

296 河川決壊場所の情報発信

297 現場近傍の委託業者への依頼

分類 第1階層 No 第2階層

警戒
レベル

主な事象 主な発表情報

防災行動項目

タイムライン(素案)の作成経緯
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【WG1】 13:25〜13:45（20分）

第2回勉強会

●：主体的な⾏動
○：⾏動の⽀援・協働

⿊⽂字：事務局による追加
⻘⽂字：第1回勉強会
⾚⽂字：第2回勉強会
緑⽂字：事務局による修正

▲芦⽥川⽔害タイムライン令和元年出⽔期試⾏版（素案）

▼ワークシート

課題の表現は事務局で
⾏動に書き換え

⾏動の⻩⾊付箋は第２階層へ記載

第1階層へ記載

隣接県への応
援要請（中国、
四国）

防災関係機関
が何をしている
かリアルタイム
で把握できな
かった

⾏動となるものは
そのまま記載

第1階層 第2階層

道路規制の
把握



４．グループワーキング

25

13:25〜15:25（120分）

【WG1】重点⾏動について他機関との連携ポイントを確認

【WG2】⾏動項⽬を「いつ」「誰が」「誰と」実施するか確認



ワーキングの内容：｢いつ｣「誰が」｢誰と｣実施するか
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【WG2】 13:45〜14:45（60分）

• 機関ごとに役割分担を確認することで、⾏動項⽬の漏れや課題を明確にする。
• タイムライン(素案)を全参加機関で確認し、全参加機関での役割分担を明確にす

ることで、実効性の⾼い多機関連携型のタイムライン（本検討会成果）の作成に
繋げていく。

グループワーキングでは
ワークシート

（⼤判⽤紙）を
使⽤して、全員で同じ項

⽬を確認していく



役割（誰が）

警戒
レベル

主な事象 主な発表情報 主な発表情報 分類 第1階層 No 第2階層

建
設
産
業
課

建
設
政
策
課

土
木
管
理
課

農
林
整
備
課

下
水
道
施
設
課

配
水
管
維
持
課

土
木
課

上
水
下
水
道
課

監
理
課

中
国
電
力

福
山
ガ
ス

N
T
T
西
日
本

西
日
本
旅
客
鉄
道

西
日
本
高
速
道
路

中
国
バ
ス

福
山
通
運

福
山
河
川
国
道
事
務
所

企
画
政
策
課

情
報
発
信
課

1 タイムライン立ち上げのための情報収集

2 タイムライン立ち上げの検討

3 タイムライン立ち上げの周知 【今後の課題】周知方法、担当者

体制の構築 水防勤務職員の人員確保
4 事前の情報に基づく早めの待機

5 登庁可能な職員のリストアップ

6 登録業者に災害の情報共有を行い、連携を密にする

7
登録業者以外工種に限らないで対応してもらう（応急対
応のみ）

関係機関との情報共有
8 退避・避難行動の指示・教養

9 担当部署、担当者の指定（早期に）

10 資機材の用意・準備

11 巡視方法を確認する（車両、ドローン、他）

12 どの機関でどんな方法で連携可能な状態か確認

13 区分や種類をまず分けて集約半でレイル別けする

14 情報受付者と復旧対応者の分離

機関内防災体制の確認
15 管外業者の応援の要請

16 リスクの事前伝達

17
情報収集
・どこの誰に聞くかを発災時に再度共有

気象・台風情報の収集 16 気象情報、台風情報、台風進路予報、週間予報の収集 ○

気象注意報・警報の収集
17 警報級の可能性を確認 ○

被災情報の収集
18 気象台、ホットラインで収集

大量な情報の集約
19 情報収集・確認→発信

20 HP、メールの配信

情報の集約
21 県防災情報システム

緊急対応の体制構築
22 専門家の意見を聞く（継続）

住民の避難に繋がる情報発信
23 気象庁に規模の確認

24 自治会による共助の取り組み

25 工事現場状況の確認（通行止め、片側通行の位置）

道路交通情報の収集
26 水防器具点検

27 情報収集体制整備

28 情報の細分化を事前に行う

29 安全な避難経路のハザードマップ等による事前周知

総
務
課

情報の収集

広報・報道

広
島
県
東
部
建
設
事
務
所

大規模避難・救助避難対応（府中市）避難対応（福山市）防災情報

広
島
県
土
木
建
築
局

広
島
地
方
気
象
台

福
山
河
川
国
道
事
務
所

危
機
管
理
室

広
島
県
危
機
管
理
課

警
察

消
防

報
道
機
関

福山市

防災行動項目（何を）
社会基盤

（交通・運輸）
社会基盤
（ﾗｲﾌﾗｲﾝ）

・警報級（大
雨）の可能性
【目安：3日先
に影響】
・台風情報

社会基盤（土木）

自
衛
隊

福山市 府中市地
域
福
祉
課

いつ

他機関との調整・確認事項

事前準備
レベル1

・3日後に台風
が芦田川流域
に影響するお
それ

・警報級（大
雨）の可能性
【目安：3日先
に影響】
・台風情報

タイムラインの
立ち上げ

タイムライン内部会議の実施

八
田
原
ダ
ム
管
理
所

危
機
管
理
防
災
課

税
制
課

福
祉
総
務
課

経
済
総
務
課

地
域
振
興
課

ま
ち
づ
く
り
総
務
課

教
育
総
務
課

⾏動に対する役割を確認する

① タイムライン素案（⼤判シート）を使⽤し、グループ内で全ての⾏動項⽬を読み
合わせ、役割分担に漏れがないように役割を確認する記号を⼊れていく

② 他機関への依頼事項があれば全体発表で共有するためにメモをしておく
③ 【WG１】を踏まえて⾏動を具体化・詳細化するもの、⾏動の修正は付箋に記⼊

27注）これまでの勉強会ワーキングの成果から、事務局であらかじめ役割分担の記号を入力しています。確認し、必要に応じて修正・削除してください。

【WG2】

●

No.100

操作→操作指示

①役割分担を⽰す
記号はワークシー
トに直接記⼊

運休についてメディアや防災無線で公表してほしい

通信手段・電気等で支援可能

ゴムボート等小型船舶の保有状況を知りたい

ゴムボート等小型船舶の保有状況を知りたい

他機関との調整・確認事項

②各項⽬の備考
欄に他機関との
調整・確認事項
を記⼊

ex.
運⾏情報が⼊⼿でき
ればすぐに報道する
ことが可能！（報道

機関）など

③⾏動の具体
化・詳細化⾏
動の修正は付

箋に記⼊



全体発表

① タイムライン（全体版）素案を使⽤し、タイムラインレベルに沿って全体で役割
を確認（ファシリテーターが進⾏）

② 流れの中で、グループワーキングで挙げられた他機関に係る変更点や他機関に依
頼したいことなどを各機関から報告する。

【各機関からの報告例】
① 防災⾏動について

 ⾃機関の項⽬に対して、他機関の協⼒を依頼

② 情報収集・伝達について
 他機関からの情報について、受信したい項⽬

 ⾃機関からの情報について、受信してほしい機関とその項⽬

28

14:45〜15:05（40分）

運休についてメディアや防災無線で公表してほしい

ゴムボートの保有状況を受信したい

→発表準備シートを活⽤



平成30年7⽉豪⾬を踏まえ、芦⽥川の多機関連携による防災⾏動の⾒える化を⽬的とした「芦⽥川⽔害タイムライン
（TL）」を早期に作成し、令和元年度出⽔期に活⽤し始めることを考えている。

作成期間【令和元年度出⽔期まで】 育成期間【令和元年8⽉以降】

第1回TL勉強会（平成31年.3/18）：⽬標設定と進め⽅の確認

第2回TL勉強会（平成31年.4/18）：重点⾏動の具体化・細分化

第1回TL検討会（令和元年5/16）：役割分担の確認

第2回TL検討会（令和元年6⽉頃）：全体共有と課題確認

【座学】芦⽥川の⽔害特性／平成30年7⽉豪⾬／
タイムラインとは？／TL策定（勉強会・ワーキング）の進め⽅

【ＷＧ】被災シナリオの設定（⽔害リスクの共有）／
重点取組み課題の抽出（引継ぎ事項の整理）

【座学】TLに係る気象・河川・防災情報
【ＷＧ】TLステージの設定と重点⾏動の抽出（防災⾏動の全体像を把握）

【WG1】重点⾏動について他機関との連携ポイントを確認
【WG2】⾏動項⽬を「いつ」「誰が」「誰と」実施するか確認

【WG1】重要⾏動の読合せと課題だし→TL本体
【WG2】TL運⽤に向けた留意点の確認→TL運⽤⽅法

被災シナリオを基に参加機関の重要⾏動を抽出し、その具体化と共有に
注⼒することで、コンパクトに芦⽥川関係機関の特徴を反映

芦⽥川⽔害TL 令和元年出⽔期試⾏版（案）

芦⽥川⽔害TL 令和元年出⽔期試⾏版

TL定例会では“習熟と
改善”にて⼩さな改善
を繰り返す。また、1
年に1度TL訓練で総点
検（⼤きな改善）を実
施し、スパイラルアッ
プでTLを育て上げる。

TL定例会（2ヶ⽉に1回程度）

（開催イメージ：議題は未定）

TL訓練（総点検）⼤きな出⽔がない場合に開催

【習熟】
第1回⽀所の役割･⾏動

の追加
第2回ライフライン
第3回交通機関
第4回要配慮者対応

【改善】
各回の検討で「気づき」を整
理し、タイムラインに具体的
に反映する事項の抽出、今後
の課題の整理を⾏う

TL試⾏版

試⾏開始
定例会

訓練（総点検）

習熟 改善

（開催イメージ：議題は未定）
・平成30年7⽉豪⾬を対象とした、防災⾏動項⽬の抜けや所
要時間、リードタイムを確認する図上訓練を実施
・訓練で出た意⾒・課題を踏まえ、芦⽥川⽔害TLの⾒直し

TL検討会 発⾜式（令和元年5/16）

今後の予定（第2回検討会）

次回
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